
(57)【要約】

【課題】熱と電気の供給割合を変更できる熱電供給シス

テムを提供する。

【解決手段】ガスタービン３出口の排気ガス７を排ガス

ボイラ８の熱源として、給水ポンプ９により供給された

供給水１０を過熱蒸気とし、蒸気タービン１１を駆動し

て水蒸気圧縮機１２を運転する。この水蒸気圧縮機１２

は、膨脹弁１４で減圧され蒸発器１３内で排熱１８等を

熱源として蒸発した水冷媒１７を圧縮して過熱蒸気を生

成し、蒸気タービン１１出口の過熱蒸気と混合して蒸気

利用設備に供給する。ここで、蒸気タービン１１には発

電電動機１５が接続されているので、蒸気より電気の需

要が増加した場合には、発電電動機１５を発電機として

作動させ電気出力を増加できる。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 発 電 機 を 駆 動 す る 原 動 機 の 排 熱 で 生 成 し た 蒸 気 を 動 力 源 と す る 蒸 気 タ ー ビ ン で 駆 動 さ れ
る 圧 縮 機 で 水 蒸 気 を 圧 縮 し 、 高 温 の 水 蒸 気 と し て 該 蒸 気 タ ー ビ ン の 出 口 蒸 気 と 共 に 蒸 気 利
用 設 備 に 供 給 す る 熱 電 供 給 シ ス テ ム に お い て 、 蒸 気 タ ー ビ ン に 発 電 電 動 機 を 接 続 し た こ と
を 特 徴 と す る 熱 電 供 給 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 熱 電 供 給 シ ス テ ム に お い て 、
　 発 電 電 動 機 お よ び 圧 縮 機 は ク ラ ッ チ を 介 し て 蒸 気 タ ー ビ ン で 駆 動 す る よ う に し た こ と を
特 徴 と す る 熱 電 供 給 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ 若 し く は ２ の い ず れ か に 記 載 の 熱 電 供 給 シ ス テ ム に お い て 、
　 大 歯 車 に こ れ と 噛 合 う 複 数 の ピ ニ オ ン を 配 置 し 、 各 ピ ニ オ ン の 軸 に 圧 縮 機 羽 根 車 と タ ー
ビ ン 羽 根 車 を 取 付 け た こ と を 特 徴 と す る 熱 電 供 給 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ 】
　 発 電 機 を 駆 動 す る 原 動 機 の 排 熱 で 生 成 し た 蒸 気 を 動 力 源 と す る 蒸 気 タ ー ビ ン で 駆 動 さ れ
る 圧 縮 機 で 水 蒸 気 を 圧 縮 し 、 高 温 の 水 蒸 気 と し て 該 蒸 気 タ ー ビ ン の 出 口 蒸 気 と 共 に 蒸 気 利
用 設 備 に 供 給 す る 熱 電 供 給 シ ス テ ム に お い て 、 大 歯 車 の 回 転 軸 に 発 電 電 動 機 の 回 転 軸 を 接
続 し 、 該 大 歯 車 に こ れ に 噛 合 う 複 数 の ピ ニ オ ン を 配 置 し て 各 ピ ニ オ ン の 軸 に 圧 縮 機 羽 根 車
と タ ー ビ ン 羽 根 車 を 取 付 け た こ と を 特 徴 と す る 熱 電 供 給 シ ス テ ム 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 熱 電 供 給 シ ス テ ム に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の 圧 縮 機 で 水 蒸 気 を 圧 縮 し 高 温 の 水 蒸 気 を 得 る 熱 電 供 給 シ ス テ ム で は 、 特 公 平 ７ －
４ ２ １ ２ 号 公 報 に 記 載 さ れ て い る よ う に 蒸 気 の 供 給 と 電 気 の 供 給 は バ ッ チ で 行 う よ う に 構
成 さ れ て い る 。 ま た 、 蒸 気 タ ー ビ ン の 復 水 器 の 排 熱 を ヒ ー ト ポ ン プ で 回 収 す る 熱 電 供 給 シ
ス テ ム に お い て も 、 特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ ５ １ １ ２ ５ 号 公 報 に 記 載 さ れ て い る よ う に 発 電 量 と
回 収 熱 量 の 割 合 は 最 初 の シ ス テ ム 構 成 で 決 定 す る よ う 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 公 平 ７ － ４ ２ １ ２ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ ５ １ １ ２ ５ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 従 来 の 熱 電 供 給 シ ス テ ム で は 、 電 気 と 熱 の 供 給 割 合 が 固 定 さ れ て い た の で 、 夏 場 に 電 力
の 需 要 が 増 加 し た 場 合 に は 発 電 機 を 駆 動 す る 原 動 機 の 出 力 が 増 加 し て 排 熱 量 が 増 加 し 供 給
熱 が 余 剰 と な り 、 冬 場 に 供 給 熱 量 の 需 要 が 増 加 し た 場 合 に は 、 電 気 が 余 剰 と な っ て 資 源 に
無 駄 を 生 じ る 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ま た 、 製 造 プ ロ セ ス に よ っ て は 、 製 造 過 程 で 電 気 と 熱 の 需 要 割 合 が 変 化 す る 場 合 が あ り
、 従 来 は 電 力 が 不 足 す る 場 合 に は 売 電 を 購 入 し 、 余 剰 熱 が 発 生 す る 場 合 に は 廃 棄 す る 等 の
経 済 的 に も 無 駄 を 生 じ る 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 電 力 お よ び 熱 量 の 需 要 の 変 化 に 対 応 可 能 な 熱 電 供 給 シ ス テ ム を 提 供 す
る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
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【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 目 的 は 、 発 電 機 を 駆 動 す る 原 動 機 の 排 熱 で 生 成 し た 蒸 気 を 動 力 源 と す る 蒸 気 タ ー ビ
ン で 駆 動 さ れ る 圧 縮 機 で 水 蒸 気 を 圧 縮 し 、 高 温 の 水 蒸 気 と し て 該 蒸 気 タ ー ビ ン の 出 口 蒸 気
と 共 に 蒸 気 利 用 設 備 に 供 給 す る 熱 電 供 給 シ ス テ ム に お い て 、 蒸 気 タ ー ビ ン に 発 電 電 動 機 を
接 続 し た こ と に よ り 達 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 上 記 目 的 は 、 発 電 電 動 機 お よ び 圧 縮 機 は ク ラ ッ チ を 介 し て 蒸 気 タ ー ビ ン で 駆 動 す る
よ う に し た こ と に よ り 達 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 上 記 目 的 は 、 大 歯 車 に こ れ と 噛 合 う 複 数 の ピ ニ オ ン を 配 置 し 、 各 ピ ニ オ ン の 軸 に 圧
縮 機 羽 根 車 と タ ー ビ ン 羽 根 車 を 取 付 け た こ と に よ り 達 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 上 記 目 的 は 、 発 電 機 を 駆 動 す る 原 動 機 の 排 熱 で 生 成 し た 蒸 気 を 動 力 源 と す る 蒸 気 タ
ー ビ ン で 駆 動 さ れ る 圧 縮 機 で 水 蒸 気 を 圧 縮 し 、 高 温 の 水 蒸 気 と し て 該 蒸 気 タ ー ビ ン の 出 口
蒸 気 と 共 に 蒸 気 利 用 設 備 に 供 給 す る 熱 電 供 給 シ ス テ ム に お い て 、 大 歯 車 の 回 転 軸 に 発 電 電
動 機 の 回 転 軸 を 接 続 し 、 該 大 歯 車 に こ れ に 噛 合 う 複 数 の ピ ニ オ ン を 配 置 し て 各 ピ ニ オ ン の
軸 に 圧 縮 機 羽 根 車 と タ ー ビ ン 羽 根 車 を 取 付 け た こ と に よ り 達 成 さ れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 電 力 お よ び 熱 量 の 需 要 の 変 化 に 対 応 可 能 な 熱 電 供 給 シ ス テ ム を 提 供 で
き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 例 を 説 明 す る
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 １ は 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 熱 電 供 給 シ ス テ ム の 構 成 図 で あ る 。 図 １ に 示 す よ う に
空 気 圧 縮 機 １ で 圧 縮 さ れ た 外 気 ６ は 燃 焼 器 ２ に 搬 送 さ れ 、 投 入 さ れ た 都 市 ガ ス や 灯 油 等 の
燃 料 ５ を 燃 焼 し て 高 温 ， 高 圧 の ガ ス と な っ た 後 、 ガ ス タ ー ビ ン ３ を 駆 動 し て 発 電 機 ４ で 発
電 す る 。 こ の 時 、 ガ ス タ ー ビ ン ３ 出 口 の 排 気 ガ ス ７ は ６ ４ ０ ℃ 程 度 で あ る の で 排 ガ ス ボ イ
ラ ８ の 熱 源 と し て 、 給 水 ポ ン プ ９ に よ り ７ Ｍ Ｐ ａ 程 度 に 加 圧 さ れ た ３ ０ ℃ 程 度 の 供 給 水
１ ０ を ５ ０ ０ ℃ 程 度 の 過 熱 蒸 気 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ の 過 熱 蒸 気 を 蒸 気 タ ー ビ ン １ １ で ０ .４ Ｍ ｐ ａ  程 度 ま で 膨 脹 さ せ る と 、 蒸 気 流 量 １ kg
／ ｓ 当 り 約 ６ １ ０ ｋ Ｗ 程 度 の 動 力 を 発 生 で き る の で 、 水 蒸 気 圧 縮 機 １ ２ を 駆 動 で き る 。 こ
の 水 蒸 気 圧 縮 機 １ ２ は 、 ポ ン プ １ ６ に よ り 供 給 さ れ 膨 脹 弁 １ ４ で ０ .２ ０ Ｍ ｐ ａ  ， ６ ０ ℃
程 度 に 減 圧 さ れ 蒸 発 器 １ ３ 内 で 排 熱 １ ８ 等 を 熱 源 と し て 蒸 発 し た 水 冷 媒 １ ７ を ０ .４ Ｍ ｐ a
程 度 に 圧 縮 し て 過 熱 蒸 気 を 生 成 す る 。 こ の と き 、 水 蒸 気 圧 縮 機 １ ２ を 中 間 冷 却 ４ 段 圧 縮 機
に す る と 、 過 熱 蒸 気 温 度 は ２ １ ０ ℃ 程 度 に な る の で 蒸 気 タ ー ビ ン １ １ 出 口 の １ ７ ０ ℃ 程 度
の 過 熱 蒸 気 と 混 合 し て １ ９ ０ ℃ 程 度 の 蒸 気 と し て 蒸 気 利 用 設 備 （ 図 示 せ ず ） に 供 給 で き る
。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ こ で 、 蒸 気 タ ー ビ ン １ １ に は 発 電 電 動 機 １ ５ が 接 続 さ れ て い る の で 、 蒸 気 よ り 電 気 の
需 要 が 増 加 し た 場 合 に は 、 発 電 電 動 機 １ ５ を 発 電 機 と し て 作 動 さ せ 電 気 出 力 を 増 加 で き る
。 な お 、 こ の と き 水 蒸 気 圧 縮 機 １ ２ の 容 量 を 吸 入 ベ ー ン （ 図 示 せ ず ） 等 に よ り 制 御 す る こ
と は い う ま で も な い 。 ま た 電 気 の 需 要 が 減 少 す る 場 合 、 通 常 燃 焼 器 ２ に 投 入 す る 燃 料 ５ を
減 少 さ せ る の で 、 排 気 ガ ス ７ の 熱 量 も 減 少 し 蒸 気 タ ー ビ ン １ １ の 出 力 も 低 減 す る 。 こ の 時
、 蒸 気 の 需 要 が 減 少 し な い 場 合 や 増 加 し た 場 合 、 発 電 電 動 機 １ ５ を モ ー タ と し て 作 動 さ せ
水 蒸 気 圧 縮 機 １ ２ の 駆 動 動 力 を 増 加 さ せ て 蒸 気 供 給 量 の 維 持 や 増 加 を 図 る こ と が で き る 。
【 実 施 例 ２ 】
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【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ２ は 本 発 明 の 他 の 実 施 例 に 係 る 熱 電 供 給 シ ス テ ム の 構 成 図 で あ る 。 排 ガ ス ボ イ ラ ８ 出
口 に 節 炭 器 １ ９ を 設 置 し 、 供 給 水 １ ０ を 予 熱 す る と 共 に 予 熱 し た 供 給 水 １ ０ の 一 部 を 蒸 気
タ ー ビ ン １ １ と 水 蒸 気 圧 縮 機 １ ２ に 接 続 し た 膨 脹 機 ２ １ へ 循 環 し 、 他 は 高 圧 供 給 ポ ン プ
２ ０ で 排 ガ ス ボ イ ラ ８ へ 供 給 す る よ う に 構 成 し た 点 が 図 １ に 示 す 実 施 例 と 異 な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の よ う に 構 成 す る と 排 ガ ス ボ イ ラ ８ 出 口 の １ ８ ０ ℃ 程 度 の 排 ガ ス か ら 更 に 熱 を 回 収 し
蒸 気 タ ー ビ ン １ １ を 駆 動 で き る と 共 に 、 膨 脹 機 ２ １ で 動 力 を 回 収 で き る の で シ ス テ ム の 熱
効 率 を 向 上 で き る 。 な お こ の 時 、 膨 脹 機 ２ １ 入 口 は ０ .２ Ｍ ｐ ａ ， １ ２ ０ ℃ 程 度 で あ る 。
【 実 施 例 ３ 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ３ は 本 発 明 の 他 の 実 施 例 に 係 る 熱 電 供 給 シ ス テ ム の 構 成 図 で あ る 。 蒸 気 タ ー ビ ン １ １
と 発 電 電 動 機 １ ５ と を ク ラ ッ チ ２ ２ を 介 し て 接 続 し 、 蒸 気 タ ー ビ ン １ １ と 水 蒸 気 圧 縮 機
１ ２ と を ク ラ ッ チ ２ ３ を 介 し て 接 続 す る と 共 に 水 蒸 気 圧 縮 機 １ ２ の 出 口 に 弁 ２ ４ を 設 け た
点 が 図 １ に 示 し た 実 施 例 と 異 な る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ の よ う に 構 成 す る と 、 電 気 の 需 要 が 極 端 に 高 い 場 合 に は ク ラ ッ チ ２ ２ を 接 続 し 発 電 電
動 機 １ ５ を 発 電 機 と し て 作 動 さ せ る と 共 に 、 ク ラ ッ チ ２ ３ を 遮 断 し 、 弁 ２ ４ を 閉 じ て 水 蒸
気 圧 縮 機 １ ２ の 運 転 を 停 止 で き る の で 、 蒸 気 タ ー ビ ン １ １ は 発 電 に の み 使 用 で き 発 電 量 を
増 加 で き る 。 ま た 、 発 電 電 動 機 １ ５ を モ ー タ と し て 使 用 す る 必 要 が な い 場 合 に は 、 ク ラ ッ
チ ２ ２ を 遮 断 す る こ と に よ り 、 発 電 電 動 機 １ ５ を 空 転 さ せ る 際 に 生 じ る 損 失 を な く す こ と
が で き る 。
【 実 施 例 ４ 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ４ は 本 発 明 の 他 の 実 施 例 に 係 る 熱 電 供 給 シ ス テ ム の 構 成 図 で あ る 。 排 ガ ス ボ イ ラ ８ 出
口 に 節 炭 器 １ ９ を 設 置 し 、 供 給 水 １ ０ を 予 熱 す る と 共 に 予 熱 し た 供 給 水 １ ０ の 一 部 を 蒸 気
タ ー ビ ン １ １ と 水 蒸 気 圧 縮 機 １ ２ に 接 続 し た 膨 脹 機 ２ １ へ 循 環 し 、 他 は 高 圧 供 給 ポ ン プ
２ ０ で 排 ガ ス ボ イ ラ ８ へ 供 給 す る よ う に 構 成 し 、 水 蒸 気 圧 縮 機 １ ２ 出 口 に 弁 ２ ４ を 、 膨 脹
機 ２ １ 入 口 に 弁 ２ ５ を 設 置 し た 点 が 図 ３ に 示 す 実 施 例 と 異 な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の よ う に 構 成 す る と 電 気 の 需 要 が 極 端 に 高 い 場 合 に は ク ラ ッ チ ２ ２ を 接 続 し 発 電 電 動
機 １ ５ を 発 電 機 と し て 作 動 さ せ る と 共 に 、 ク ラ ッ チ ２ ３ を 遮 断 し 、 弁 ２ ４ と 弁 ２ ５ を 閉 じ
て 水 蒸 気 圧 縮 機 １ ２ の 運 転 を 停 止 で き る の で 、 蒸 気 タ ー ビ ン １ １ は 発 電 に の み 使 用 で き 発
電 量 を 増 加 で き る 。 ま た 排 ガ ス ボ イ ラ ８ 出 口 の １ ８ ０ ℃ 程 度 の 排 ガ ス か ら 更 に 熱 を 回 収 し
蒸 気 タ ー ビ ン １ １ を 駆 動 す る と 共 に 、 水 蒸 気 圧 縮 機 １ ２ を 駆 動 す る 際 に は 膨 脹 機 ２ １ で 動
力 を 回 収 で き る の で シ ス テ ム の 熱 効 率 を 向 上 で き る 。
【 実 施 例 ５ 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ５ は 本 発 明 の 他 の 実 施 例 に 係 る 熱 電 供 給 シ ス テ ム の 構 成 図 で あ る 。 水 蒸 気 圧 縮 機 12ａ
， １ ２ ｂ ， １ ２ ｃ を 多 段 に 設 置 し 、 各 段 間 に 噴 霧 冷 却 用 の ノ ズ ル ２ ９ ａ ， ２ ９ ｂ を 設 け て
ポ ン プ ２ ８ で 噴 霧 水 を 供 給 す る と 共 に 、 大 歯 車 ２ ６ に 噛 合 う ピ ニ オ ン ２ ７ ａ ， ２ ７ ｂ ，
２ ７ ｃ を 介 し て 蒸 気 タ ー ビ ン １ １ の 動 力 を 水 蒸 気 圧 縮 機 １ ２ ａ ， １ ２ ｂ ， １ ２ ｃ に 伝 達 す
る よ う に 構 成 し た 点 が 図 ３ の 実 施 例 と 異 な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ の よ う に 構 成 す る と 、 水 蒸 気 圧 縮 機 の 駆 動 動 力 を 低 減 で き る と 共 に 、 大 歯 車 ２ ６ と ピ
ニ オ ン ２ ７ ａ お よ び ２ ７ ｂ の ギ ヤ 比 を 任 意 に 設 定 で き る の で 各 段 に お け る 水 蒸 気 圧 縮 機 を
最 適 回 転 速 度 で 運 転 で き 更 な る 熱 効 率 の 向 上 が 図 れ る 。 な お 圧 縮 機 段 数 は 、 運 転 状 況 に 応
じ て 任 意 に 設 定 で き る こ と は い う ま で も な い 。
【 実 施 例 ６ 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
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　 図 ６ は 本 発 明 の 他 の 実 施 例 に 係 る 熱 電 供 給 シ ス テ ム の 構 成 図 で あ る 。 水 蒸 気 圧 縮 機 12ａ
， １ ２ ｂ ， １ ２ ｃ を 多 段 に 設 置 し 、 各 段 間 に 噴 霧 冷 却 用 の ノ ズ ル ２ ９ ａ ， ２ ９ ｂ を 設 け て
ポ ン プ ２ ８ で 噴 霧 水 を 供 給 す る と 共 に 、 大 歯 車 ２ ６ に 噛 合 う ピ ニ オ ン ２ ７ ａ ， ２ ７ ｂ ，
２ ７ ｃ を 介 し て 蒸 気 タ ー ビ ン １ １ の 動 力 を 水 蒸 気 圧 縮 機 １ ２ ａ ， １ ２ ｂ ， １ ２ ｃ に 伝 達 す
る よ う に 構 成 し た 点 が 図 ４ の 実 施 例 と 異 な る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の よ う に 構 成 す る と 、 水 蒸 気 圧 縮 機 の 駆 動 動 力 を 低 減 で き る と 共 に 、 大 歯 車 ２ ６ と ピ
ニ オ ン ２ ７ ａ お よ び ２ ７ ｂ の ギ ヤ 比 を 任 意 に 設 定 で き る の で 各 段 に お け る 水 蒸 気 圧 縮 機 を
最 適 回 転 速 度 で 運 転 で き 更 な る 熱 効 率 の 向 上 が 図 れ る 。
【 実 施 例 ７ 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ７ は 本 発 明 の 他 の 実 施 例 に 係 る 熱 電 供 給 シ ス テ ム の 構 成 図 で あ る 。 水 蒸 気 圧 縮 機 12ａ
， １ ２ ｂ ， １ ２ ｃ を 多 段 に 設 置 し 、 各 段 間 に 噴 霧 冷 却 用 の ノ ズ ル ２ ９ ａ ， ２ ９ ｂ を 設 け て
ポ ン プ ２ ８ で 噴 霧 水 を 供 給 す る と 共 に 、 大 歯 車 ２ ６ の 回 転 軸 に 発 電 電 動 機 １ ５ の 回 転 軸 を
接 続 し 、 大 歯 車 ２ ６ に 噛 合 う ピ ニ オ ン ２ ７ ａ に 蒸 気 タ ー ビ ン １ １ を 、 ピ ニ オ ン ２ ７ ｂ に 水
蒸 気 圧 縮 機 １ ２ ａ を 、 ピ ニ オ ン ２ ７ ｃ に 水 蒸 気 圧 縮 機 １ ２ ｂ ， １ ２ ｃ を 取 付 け た 点 が 図 １
の 実 施 例 と 異 な る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ の よ う に 構 成 す る と 、 水 蒸 気 圧 縮 機 の 駆 動 動 力 を 低 減 で き 、 大 歯 車 ２ ６ と ピ ニ オ ン
２ ７ ａ お よ び ２ ７ ｂ の ギ ヤ 比 を 任 意 に 設 定 で き る の で 各 段 に お け る 水 蒸 気 圧 縮 機 を 最 適 回
転 速 度 で 運 転 で き る と 共 に 、 低 速 の 発 電 電 動 機 １ ５ を 使 用 で き る た め 信 頼 性 が 向 上 で き る
。
【 実 施 例 ８ 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ８ は 本 発 明 の 他 の 実 施 例 に 係 る 熱 電 供 給 シ ス テ ム の 構 成 図 で あ る 。 大 歯 車 ２ ６ と 発 電
電 動 機 １ ５ を ク ラ ッ チ ２ ２ を 介 し て 結 合 し 、 蒸 気 タ ー ビ ン １ １ と ピ ニ オ ン ２ ７ ａ を ク ラ ッ
チ ２ ３ を 介 し て 結 合 し た 点 が 、 図 ７ に 示 し た 実 施 例 と 異 な る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ の よ う に 構 成 す る と 、 発 電 電 動 機 １ ５ を モ ー タ と し て 使 用 す る 必 要 が な い 場 合 に は 、
ク ラ ッ チ ２ ２ を 遮 断 す る こ と に よ り 、 発 電 電 動 機 １ ５ を 空 転 さ せ る 際 に 生 じ る 損 失 を な く
す こ と が で き る と 共 に 、 ガ ス タ ー ビ ン の メ ン テ ナ ン ス 時 に も ク ラ ッ チ ２ ３ を 遮 断 し て ク ラ
ッ チ ２ ２ を 接 続 し 発 電 電 動 機 １ ５ を モ ー タ と し て 作 動 さ せ る こ と に よ り 水 蒸 気 を 発 生 で き
る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 熱 電 供 給 シ ス テ ム の 構 成 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 熱 電 供 給 シ ス テ ム の 構 成 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 熱 電 供 給 シ ス テ ム の 構 成 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 熱 電 供 給 シ ス テ ム の 構 成 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 熱 電 供 給 シ ス テ ム の 構 成 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 熱 電 供 給 シ ス テ ム の 構 成 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 熱 電 供 給 シ ス テ ム の 構 成 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 熱 電 供 給 シ ス テ ム の 構 成 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ １ 】
　 １ … 空 気 圧 縮 機 、 ２ … 燃 焼 器 、 ３ … ガ ス タ ー ビ ン 、 ４ … 発 電 機 、 ８ … 排 ガ ス ボ イ ラ 、
１ １ … 蒸 気 タ ー ビ ン 、 １ ２ … 水 蒸 気 圧 縮 機 、 １ ３ … 蒸 発 器 、 １ ４ … 膨 脹 弁 、 １ ５ … 発 電 電
動 機 、 １ ７ … 水 冷 媒 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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